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　第3章　大正期（1912－26）の外国銀行
1　概　観
　大正期においては，繁1次世界大戦（1914－1918年）やロシア革命（1917
年）といった世界の激動に加えて，日本では関東大震災（1923年）という未曽
有の大災害が発生するなど，内外ともに激変が相次ぎ，外国銀行もこの影響を
被った。
　日露戦争（1904－1905年）以後，国際収支の逆調，ならびに日露戦争の戦費
調達などに起因する巨額の外債の重圧に苦しんでいたわが国経済にとって，第
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1次世界大戦の勃発は従来の行き詰まりを打開し，飛躍的発展をもたらす契機
となった。すなわち，欧州の参戦国ならびに従来欧州諸国と交易関係にあった
各地からの軍需晶・その他一般商品の注文がわが国に殺到したために輸出は激
増し，生産も拡充された。大戦中の4隼間に輸出超過はおよそ14億円，貿易外
受取超過もおよそ13億円に達し，大戦勃発直前に19億円をこえる対外債務を抱
えていたわが国は一拠に債権国に転じたu、。世界のマネーフローが大きく変化
したのである。このため，第1次大戦を契機にフランス，ロシア，英国が相次
いで日本で円貨建或いは外貨建の公債を発行した。今日いうところのサムライ
債，ショウグン債の先輩格ということになろう閉。
　さて，1912隼（明治45年・大正元年）初に，日本で営業していた外国銀行は
次の6行12カ店であった‘3ヨ。
香港上海銀行（横浜，神戸，長崎）
チャータード銀行（横浜，神戸）
露亜銀行（横浜）
インターナショナル銀行（横浜，神戸）
独亜銀行（横浜，神戸）
日英銀行（横浜，東京）
　これら外国銀行の盛衰は国によって異なる。日英銀行が破綻し，独亜銀行，
露亜銀行が第1次世界大戦やロシア革命の影響をうけて困難な事態を迎えるこ
ととなるなかで，米国経済の急速な発展を反映して，米国系のインターナショ
ナル銀行は大正末期に東京・大阪へ進出する。他方，英国系の老舗，香港上海，
チャータード両行は，関東大震災によって在日拠点である横浜が壊滅的打撃を
受けたため，東京支店を開設するに至る。
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　また，大正期には，新たに外国銀行が1O行日本へ進出したが，いずれも非英
国系であり，幕末・明治期とは様変わりとなった。すなわち，フランス系の日
仏銀行，中法実業銀行，米国系のアメリカン・エクスプレス，パーク・ユニオ
ン銀行，アジア銀行，オランダ系の和蘭銀行，蘭印商業銀行，中国系の天津商
工銀行，天津銀行，ソ連系の露国極東銀行がそれらである。但し，中国系はす
べて在留邦人の設立したものであった。
　以下，個別に検討することとする。
2　既存銀行の軸向
　（1）日英銀行の蹉朕
　大正期に入って最初の蹉践は，設立後間もない日英銀行（A㎎loJapanese
Bank，1906年設立，本店ロンドン）を襲った。日英銀行は1913年（大正2年）
9月15日に横浜支店（1906年開設）およぴ凍京支店（1909年開設）を同時に閉
鎖したのである｛4＝。
　日英銀行は1906隼（明治39年）5月，英国の銀行家と日本の実業家によって
設立された日英合弁銀行であったが（5］「創立以来営業成績思わしからず，
（1908年9月に終る）前半季は1万0900ポンドの欠損を繰越すの止むをえざる
に至り，1909年3月末に終る当半季の営業成績も同様思わしからずして僅か
1828ポンドの収益を得たるに過ぎざるより，従来上海に設置しありたる代理店
を今回遂に閉鎖することとなった」｛6〕のである。
　その後，経営陣の努力が奏効し，「1912年（大正元年）3月末に終る年度に
おける日英銀行の総収益は2万2444ポンドに達し，前年度より2008ポンド増加
したが，各種費用を差引いた純利益は遂に786Cポンド減少して1万1346ポンド
となった。しかし，前年度の繰越利益金が1万3001ポンドあったため，当期未
処分利益2万4347ポンドから1万5000ポンドを責任準備金として積立て，残る
9347ポンドを次期繰越金とした」ω。
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　日英銀行は1912年5月，事業拡大のため元日米生命保険会社跡を買収し，営
業所を移転したものの，「其営業方針の我商憤習と相容れざるものありて，業
務兎角不振なるより遂に解散を決定し」8月当局へ屈出を提出した■君コ。同行は
創立以来日本においては極めて僅少の営業を為し，その資本の大部分は常に之
をロンドン金融市場で運用して僅かに営業費を負担するだけの利益を収めてい
たにすぎず，遂に1回も株主配当をなすことなく終わったのである’9j。
　日英銀行がかくも短命に終わった理由は，発起人の構成ならびに経営方針に
求められる。日英銀行の重役は英国側5人，日本側3人で構成されていたが，
うち英国側はロンドン銀行（L㎝d㎝BankingCorporation），スコットランド連
合銀行（Union　Bank　of　Scotland），豪州連合銀行（Uni㎝Bank　of　Austra1ia），
ペルシャ帝国銀行（Imperial　Bank　of　Persia），商業銀行（Bank　of　Commerce）
の役員で，これら英国系銀行は必ずしもロンドンの一流銀行といえるものでは
なかった。加えて，日本側役員3名は，何れも金融とは無関係の大倉組や東洋
汽船の役員であり，本邦銀行の関係者は1人も含まれていなかったのであるuo］。
　このような布陣に，日本におけるすぐれた銀行経営を期待するのは困難であ
ろう。しかも日英銀行は，日本においては，普通銀行業務に加えて，信託業務
を兼営する意図をもっていたが，1902年（明治35年）に政府の意向をうけて設
立された日本興業銀行に対して，外資導入および信託業務取扱いの任務が与え
られていた事情もあり，信託業務に関する政府の許可は遂に与えられなかっ
たmコ。
　日英銀行の設立は，安政条約改正の突破口を開いた日英通商航海条約調印
（1894年）に続く，日英同盟の成立（1902年）といった日英関係の緊密化を背
景とする，民問レベルの接近の現われであった。しかし，主軸とする対日業務
は，先発の香港上海，チャータード両行が長年にわたって培ってきた強固な壁
にはばまれて期待した成果をあげることができず，加えて日本政府も，本邦銀
行育成の見地から「此種銀行が国内に営業せんとするを歓迎せるにもあらざる
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を以て，銀行の重役等は其営業の前途に種々なる困難の横たわれるを察しo固，
日本からの撤退を決意しユ913年（大正2隼）9月15日営業認可を返上した」u割。
これより先，日英銀行は1913年7月名称もロンドン商業銀行（Commercial
Bank　of　L㎝don）と改称された肛剋。
　（2）第1次世界大戦と独亜銀行
　1914隼（大正3年）7月，第1次世界大戦が勃発すると，英国はただちにド
イツに宣戦布告した。そのため日本も日英同盟（1902年締結）を理由にドイツ
に宣戦布告し，陸軍は膠州湾の青島を陥れて山東鉄道を管理下に収め，海軍は
ドイツ領南洋諸島を占領した。
　当時，ドイッ系の独亜銀行／Deutsch－Asiatische　Bank，1889年設立，本店上
海）は横浜及び神戸に支店を開設しており，開戦後も業務を続けていたところ，
信用不安を理由に，わが国政府により，営業停止処分を受けた。大蔵大臣は
1916年（大正5年）9月25巳付で，独亜銀行横浜・神戸両支店に対して，「銀
行条例」（明治23年法第72号）第8条第2項の規定により一切の営業停止を命
じるとともに，同月28日付大蔵省告示第129号を以てその旨を一般に公示した
のであるoヨ〕。
　独亜銀行は，1889年（明治22年）上海に設立されたドイッ系銀行（資本金
750万テール）で，1905年（明治38年）11月横浜支店，翌年5月神戸支店を開
設していたが，ドイッに対する日本の宣戦布告に続いて，英国政府の公表した
「第1回ブラック・リスト」に同行が登載されたため大きな打撃を受け，その
後は主として在留ドイッ人・オーストリア人及び青島戦により捕虜となった両
国軍人・軍属等に対する金融を取り扱っていた。、
　同行は横浜支店支配人シーホルデンが政府の命令により追放されてから兎
角の風評が流布されており，遂に営業停止を命じられるに至ったのである。
　大戦中の独亜銀行は，「銀行条例」第8条第2項に「大蔵大臣は銀行の業務
又は財産の状況により必要ありと認むるときはその事業の停止を命じその他必
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要なる命令を為すことを得」とあり，続いて第2項に「大蔵大臣は事業の停止
もしくは役員の改任を命じ又は営業許可を取消すことを得」とあるのを根拠に，
同行の当時の営業振りが命令違反もしくは公益を害するものと判断され，営業
停止を命じられたものである。
　独亜銀行の営業停止は一般人に対しては何等影響なかったものの，在留ドイ
ツ人・オーストリ・ア人及び捕虜に与えた影響は少なくなかった。このため同行
は同年ユ0月4日大蔵大臣に対して，特殊なものに対する便宜の取扱いを嘆願し
た結果，10月24日に至り，県・市を通じて大要次のような通告がなされたu固。
1　左の金額の払戻しを許可する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円銭
　ドイッ捕虜救位資金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9，658．06
京浜在住貧困ドイツ人救護金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4，633．46
　ドイツ婦人救済資金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　671．50
　ドイッ学校教育資金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，269．71
　ドイッ公有資金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，503．11
　　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19，735．84
　右金額の受取人は在横浜米国総領事とする。また，ドイツ公有資金として将来為
替により到着すべきものは銀行に受入れることができない。なお，右により払戻し
た金額の受払いについては米国総領專より毎月末計算表を以て知事へ報告させるこ
　と。
2　保護預り晶は当該物品の性質，種類，数量，寄託者氏名（又は商号）を記載した
書面を知事に提出させ，知事はその返還を適当と認めた場合に限り許可すること。
　債権の取立及び担保晶の引渡その他の処分は認めない。
　本邦銀行に預入せる預金の引出は認めない。
　普通預金は当該預金者の生計に必要不可欠のものに限り銀行より預金者氏名（又
は商号），金額，払戻後の使途を記載した書面を知事に提出させ，知事において止
むをえないと認めた場合に限り払戻しを許可すること。
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　独亜銀行は，大蔵大臣の措置を一応評価しつつも，同行の本邦銀行への預け
金の引出しや一般貸付金の回収が認められなかったことを不満として，再度当
局へ嘆願書を出した模様である。その結末は明らかでないが上記の申請とは別
に，同行の預金者であるS．ブラックマイヤー（横浜在住）は，預金の引出し
を個別に県庁へ申講した結果，1916年（大正5年）12月19日付で，886円の預
金引出しが許可されており，当局は比較的柔軟に対応していたことがうかがわ
れる肛刮。
　第1次世界大戦は，1918年（大正7年）11月に終了し，翌年ドイッとの講和
条約（ベルサイユ条約）をはじめ参戦国との一違の講和条約が成立したのをう
けて，大蔵大臣は1920年（大正9年）1月14日，独亜銀行横浜支店及び神戸支
店の営業停止を解除する旨，犬蔵省告示を以て公示したo割。
　（3〕ロシア革命と露亜銀行
　露清銀行（Banque　Russo－Chimise，1896年設立）と北方銀行（Banque　du
Nord，1895年設立）との合併により，1910年に発足した露亜銀行（Banque
Russo－Asiatique，以上3行とも本店はサンクト・ペテルブルク）はロシア，フ
ランス，清国の合弁銀行であったが1副事実上ロシアとフランスの支配下にあっ
たため，1917年のロシア革命に伴う混乱とこれに続く日本のシベリア出兵
（1918年）など日口関係の悪化によって，経営面で大きな影響を被った。
　露亜銀行の前身である露清銀行は，設立直後に日本へ進出し，長崎（1896
年），横浜（1897年），神戸（1900年）に支店を開設したが日露開戦に伴い，
1904年（明治37年）にこれらの支店を一時閉鎖した屹o。上記3支店のうち，横
浜支店は，戦争終結に伴い，1905年11月14日に再闘された臣コ。1910年に露清銀
行は露亜銀行となったが，ロシア革命後，国内店舗は国有化され，一方，海外
店舗はフランス人の手で独立の銀行に改編されその本店はパリに設置された⑳。
露亜銀行は，1920年（夫正9年）5月24日，神戸支店を再開したものの，業務
がふるわず，1922年11月25日に閉鎖した㈱。そして，1926年，同行は遂に解散
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することとなり，横浜支店も同年5月31日に閉鎖された哩o。
　（4）インターナショナル銀行の躍進
　日本へ進出した最初の米国系銀行であるインターナショナル銀行
（Intemati㎝al　Banki㎎Corporati㎝，1901年設立，本店ニューヨーク）は，19
世紀末以降の米国経済の目覚しい発展と外国貿易の急激な拡大を背景に，対日
業務を積極化し，一1920年代に東京，大阪へ進出する。
　インターナショナル銀行は，明治末期すでに横浜（1902年），神戸（1904年）
にそれぞれ支店を開設していたが，第1次大戦後，東京（1923．1．4），大阪
（1925，7．31）にも支店を開設したのである鯛。
　インターナショナル銀行は，1916年に米国の大手銀行である紐育ナショナ
ル・シティ銀行（National　City　Bank　of　New　York，1812年設立，本店ニュー
ヨーク）に買収され，その子会社（いわゆるアグリーメント会社）㈱となった。
したがって，インターナショナル銀行の東京，大阪両支店は親銀行である紐育
ナショナル・シティ銀行の合意のもとに設立されたものといえよう。
　その後インターナショナル銀行は，1924年1月，後述のアジア銀行（Asia
Banki㎎Corporati㎝，1918年設立，本店ニューヨーク）を買収した⑫司。アジア
銀行は横浜と神戸に支店を開いていたが，両地にはすでにインターナショナル
銀行の支店があったため，前者の支店は閉鎖され，その営業のみ後者に継承さ
れたものとみられる。
　インターナショナル銀行の対日載略として注目されるのは，同行の現地化政
策である。同行横浜支店は，1923年（大正12年）9月，外国銀行のトップを
切って，日本銀行本店と当座取引を開始しており㈱，また，1925年7月，同行
は，「横浜，神戸等本邦内地にある支店は自今所在地組合の内地銀行が休業す
る休日以外一切休業せざること」としたのである㈱コ。
　1926年12月，インターナショナル銀行は，22の支店（中国8，日本4，イン
ド3，フィリピン，スペイン各2，シンガポール，バタビヤ，米国各1）を開
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設していたが，フィリピン，スペイン，米国（計5か店）を除く17か店を，親
銀行である紐育ナショナル・シティ銀行の直接の支店としたのである｛鋤。
　（5〕英国系2行の東京進出
　1923年（大正12年）9月1日の関東大震災によって京浜地方は壊滅的打撃を
受け，横浜を拠点としていた外国銀行の老舗である香港上海銀行（Hongko㎎
and　Shanghai　Banki㎎Corporation，ユ865年設立，本店香港），チャータード銀
行（Chartered　Bank　of　India，Australia　and　China，ユ853年設立，本店ロンド
ン）は震災後東京に支店を開設する。
　相模湾を震源地とするマグニチュード7．9の大地震に伴って発生した猛火は
強風にあおられて東京・横浜を火の海と化し，未曽有の大災害をひきおこしれ
被害は南関東一円を中心に西は山梨，静岡両県東部にまで及んだ。被災者は約
340万人，死者・行方不明者10万人余，全焼家屋44万7000戸，全壊12万戸，半
壊12万戸に達した。被害総額はおよそ45億7000万円と推定され，国家予算（！5
億2105万円＝1923年度歳出）の3倍にのぼった。これは，第1次大戦後の反動
不況に悩む日本経済に大打撃を与えた個刀。
　香港上海銀行百年史WAYFOONGは，当時，同行横浜支店（1866隼開設）
の経理担当であったライス（C，R．Rice）の記録に基づいて震災の模様を次のよ
うに記している㈱。
1923年9月1日正午少し前に，ライスは蓼務室にある大金庫から小切手帳を1冊取
り出した。彼は外扉を開けたまま，内側の防火扉を閉めて施錠し，席に戻って，15万
円の小切手に署名しようとした時，何の前ぶれもなく，地震の恐ろしい揺れと急行列
車がトンネルを走り抜けるような地鳴りが始まった。彼は飛び上がって金庫の外扉を
閉めようとしたが，押し戻されて了った。
　ライスが部屋を飛び出してみると建物は振動の繰り返しで崩壊しつつあった。彼は
レンガの破片に当ったが，」表玄関の自分の車にたどり着こうとした。その瞬間，銀行
の建物の大きな壁の大部分，タイル，屋根が，その直前に彼が伏せたところへ落下し
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た。
　しかし，ライスは勇気を出して，再び建物の中へ入った。彼の同僚の1人であるモ
リソン（AJ．Morris㎝）が石の破片で足をくじき，助けを求めて叫んでいる声が聞こ
えてきたからである。他の職員2人も手伝って，モリソンを救い出し，手押車にのせ
た。市街は火に包まれ，船を横付けにする桟橋は海へ陥没していた。猛烈な暴風が吹
き荒れていた。何れかの船に乗り移る以外に，この生地獄から逃げ出すことは不可能
であった。桟橋が倒壊していたので，これは容易なことではなかったが，ライスは，
他の職員とともに，アメリカ船の側へたどり着いた。彼は銀行を出る前に，何にもま
して重要な記録である証券登録簿（Security　R鋤ster）を持ち出すことを忘れなかっ
た。
　大火がおさまって彼らが銀行の焼け跡に再び戻ってみると，金庫は元のままであり，
中の手形や証券類も無事であった。しかし，市街はもはやなく，緊急のため本店は香
港に係留されていたP＆O汽船会社の古い船舶をチャーターして横浜へ回送し，洋上
ホテルとしてしばらくの間職員の宿泊に利用させた。銀行の受けた被害総額はおよそ
200万円と推定された。
横浜が復興する間，20マイル離れた東京に支店を開設する決定がなされた。これは，
ユ924隼11月に実現した。
　震災後，香港上海銀行は，日本における営業の拠点を神戸支店へ移すととも
に，1924年11月13日，新たに東京支店（支店資本金250万円）を開設した。ま
た，チャータード銀行（1880年横浜支店開設）も，同様な事情から，同隼8月
8日，東京支店を開設した㈱。
　香港上海銀行の戦略として注目されるのは貯蓄預金の受入れである。同行横
浜支店は，新通商条約実施後銀行営業の認可が必要になった際，銀行免許に加
え「貯蓄銀行条例」（明治23年法73号）に基づく認可を得ていたが，1914年
（大正3年）には神戸，長崎両支店も貯蓄銀行の認可を取得したのである㈱。
外国銀行のなかで，貯蓄銀行の認可を得ていたところは香港上海銀行の外には
見当らない。
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3　新規進出銀行
　（1）フランス系銀行
　◇日仏」銀行
　日仏銀行（Banque　FrancoJap㎝aise，1912年設立，本店パリ）は，1912年
（大正元年）11月26日東京支店（支店資本金132万円）を開設した鯛。日英銀
行に続く日欧合弁銀行の第2弾であった。
　日仏銀行の設立計画は，日仏協約の調印（1907年）を契機とする日仏友好
ムードの高まりを背景に，新しい対外投資機関として，フランス政府が設立を
呼びかけ，日本政府がこれに応じたことから始まった。かくして，両国政府支
援の下に，1912年春から，日本側は日本興業銀行（1900年設立）が，フランス
側はソシエテ・ジェネラル（SociξteGeneraleP㎝rFavoriser1eDeveloppment
duCo㎜merce　etde1’Industrie　en　France，ユ864年設立，本店パリ）が中心と
なって，具体的な設立準備が進められ，同年6月24日パリにおいて第1回創立
総会を開いて定款を採択し，次いで7月3日第2回総会を開いて銀行の設立が
宣言された㈱。
　日仏銀行の設立目的は，「自己の為め第3者の計算の為め又は他と組合にて
或は又特別会社を設立し，又は其会社に利害関係を有するに限り，金融，工業，
商業及び動産不動産に関する一切の取引並に鉱業及び公の工事又は事務に関す
る一切の企業を為すこと」（定款第2条）と規定されていたが，フランス側は
日仏銀行を「対日投資仲介機関」と考え，日本側は「対清投資機関」と位置づ
けていた鰍。
　日仏銀行の資本金は総額2500万フラン（邦貨1000万円）とし，うち1000万フ
ラン（同400万円）を日本側で，残り1500万フランをフランス側で引き受ける
予定であったが，その後ベルギー，オランダ，ロシア，英国などの銀行や実業
家が参加を申し入れてきたため，最終的には次のような株主構成となった鰯。
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　〈日本側出資者〉
日本興業銀行
第一銀行
三井銀行
三菱銀行
個人（5名）
　　小計
　600万フラン
　ユ25
　125
　125
　25
1，000万フラン
　〈外国側出資者〉
ソシエテ・ジェネラル（含在欧子銀行）
コントワール・ナショナル・デスコント・ド・パリ
パリバ銀行
他の在仏銀行7行
アンヴェルス銀行（ベルギー）
オランダ系銀行1行
ロシア系銀行2行（含露亜銀行）
英国系銀行1行
在欧個人13人
　　小計
　595万フラン
　200　　〃
　100　　〃
　257．5　〃
　　20万フラン
20万フローリン
　75万ルーブル
　12．5万ポンド
　　不　詳
2，456万フラン
　日本側個人株主には，横浜正金銀行の三島頭取及び巽ロンドン支店長が含ま
れていた。「横浜正金銀行条例」（明治20年勅令第29号）及び定款により，同行
は債権保全を目的とする場合を除き，株式の取得が禁止にされていたため，三
島頭取らが個人で出資したものである㈱。
　日仏銀行の当初の経営障は次の陣容で発足した㈹。
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総　裁
副総裁
取締役
　〃
”、
ゲルノー（ソシエテ・ジェネラル頭取）
添田寿一（日本興業銀行総裁）
グンッブルグ（東京支店詰）
ブスケー
フイナリー
ラバシー
フルワー
巽孝之丞（横浜正金銀行ロンドン支店長）
井上辰九郎（日本興業銀行理事）
斉藤　悔　（　　　〃　　　）
　日仏銀行の設立に関して，日本側の責任者であった日本興業銀行総裁添田寿
一は次のように述べている＝ω。
　日仏銀行は今日俄に起りたる問題にあらずして，従来日本興業銀行は巴里のグンツ
ブルグ男爵を其代理者とし，仏国金融界と連絡を保ちつつありしが，仏国金融界との
関係を一層密接ならしむる必要上臼仏銀行を設立するの議久しき以前に起り種々交渉
を重ねつつありた㌦4月に及び其機漸く熟し諸準備も整ひたるを以て本官渡仏する
こととなれり。（中略）
斯くの如くして生じたる日仏銀行は日仏両国間の経済界の連鎖として重要なる一機
関たるが故に，株主諸氏と共に誠心誠意其発展を希はざるを得ず，終りに臨み日仏銀
行の設立に関しては，森財務官心得には特に非常に尽力せられ，その他大蔵省，外務
省の当該官．日本銀行正副総裁，在仏の知友諸氏も不一方斡旋尽力せられ，其結果辛
うじて成立をみるに至れるが故，謹で支董に満腔の謝意を表し，併せて各位が日仏銀行
の将来につき御高庇を賜わらんことを祈る。
このように日仏銀行は，日本興業銀行を軸に，政府・金融界の全面的協力に
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よって成立したものであり，明治末期に民問レベルで設立された日英銀行
（A㎎1oJapanese　Bank）鯛とは著しく事情を異にしていた。
　日仏銀行東京支店は当初，日本興業銀行本店内に設置されたが，1914年4月，
東京市日本橋区本革町5番地へ移転し，本格的な業務体制を整えた與劃。
　日仏銀行は，前述の通り日仏両国の銀行が協力して，中国大陸への投資を主
目的として設立されたもので，創立当初の滑り出しは好調で，創立年度（1912
年）においてすでに6％の配当が可能であった。そして，1913年（大正2年）
3月，東洋拓殖株式会社が第1回外債5000万フランを発行した際，日仏銀行は，
ソシエテ・ジェネラル，パリバ銀行（Banque　du　Paris　et　des　Pays　Bas）とと
もに，募集引受人となったのである幽。
　しかしながら，間もなく第1次世界大戦（1914．7～1918．11）が勃発したた
め，パリ本店では，対外投資が次第に困難となり，また，東京支店においては，
予め本店から回送された資金と現地預金とを以て普通銀行業務を継続するほか，
資本輸出国から輸入国に転じたフランス公債の日本における募集・売出し等の
業務も行なった㈹。
　第ユ次大戦中，ロシア，フランス，英国は日本で短期の円貨公債を（ロシア，
フランスは外貨建長期債も）発行しれこれによって調達した資金を日本から
輸入する軍需品の代金決済に充当したのである。3か国の短期円貨債はそれぞ
れ3億円程度で，これは本邦銀行のシンジケート団により引き受けられた鯛。
　日仏銀行は，フランス政府短期円貨債の引受けに参加したほか，同国政府長
期債（永久債）の募集（3回）に当っては，「仏国政府指定」銀行として，募
集幹事役を果たしたのである㈱。
　こうした状況下，1918年の営業成績は次のような結果となった㈹。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円銭
　前年度の繰越金を加えた総利益金　　　　　　　　　　　　2，103，2ユ9，41
　営業費及び支払利子　　　　　　　　　　　　　　　　　1，669，465．39
　差引純益金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　433，754．02
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　第1次大戦は1918年11月に終績したが，大戦によってフランスの受けた打撃
は大きく，戦災復興のため対中国投資意欲は著しく減退した。このため，日仏
銀行は創立当初の計画は実現が困難となり，経営戦略の根本的見直しを余儀な
くされることになる㈱。
　◇中法実業銀行
　1920年（大正9年）2月，フランス系の中法実業銀行（Banque　Industrille
de　Chine，1913年設立，本店パリ）が東京支店を開設した50。新通商条約実施
後に日本へ進出したフランス系銀行第2号であ肌
　中法実業銀行（資本金4500万フラン）は，1913年，フランスの提案により，
中華民国政府（1912隼成立）の出資（1500万フラン）を得て設立された中仏合
弁銀行であった。頭取はフランスのセーヌ県上院議員アンドレイ・ベルセロー
ズで，副頭取2名のうち，1名は中国人が選任される規定であった。又，定款
によれば，中華民国において銀行券を発行する特権をもち，中国政府の財政事
務および中国における一般産業界の金融に当るほか，普通銀行業務も営むもの
とされていた。しかし，実際には，銀行券を発行するには至らなかった。同行
は，中国興業公債1億5000万フランの発行を計画し，1914年4月，パリのクレ
デイ・フランセ（Credit　Francai5e）と協力して，その半額をパリで発行した信o。
　中法実業銀行は，日本進出の翌年即ち1821年（大正10年）半ばに破綻しれ
同行は経営方針を誤り，約2億5000万フランにのぼる欠損金の補損の目途がた
たず，1921年7月2日，パリ本店のほか，北京，上海，奉天，横浜の各支店で
一斉に支払を停止した。この影響をうけて露亜銀行，アジア銀行，マーカンタ
イル・バンク・オブ・インディア（MercantileBankofIndia，1893年設立，本
店ロンドン）などは党換停止を余儀なくされた。うち，露亜銀行は中国での業
務が小規模であり，またマーカンタイル・バンク・オブ・インディアは本店が
ロンドンであり，内外の信用が厚いため影響は軽微であったが，アジア銀行は，
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対中国投資の先駆的機関として米国の某資本家が設立したもので，その経営方
針は放漫であり，中国南部の沿海方面においては多様な事業に関係し，ほとん
ど無謀とみられるような貸出も少なくなかった，と当時のメディアは伝えてい
る偉邊。
　こうして中法実業銀行は僅か8年で消失し，東京支店も1年余で閉鎖されて
しまった崎割。同行はその後中仏商工業銀行（Banque　Franco－Chinoise　pour　le
Commerce　et　l’Industrie）に改組された融。
　（2）米国系銀行
　◇アメリカン・エクスプレス
　1919年（大正8年）6月19日，アメリカン・エクスプレス・カンパニー・イ
ンク（American　Express　Company，Inc．，1919年設立，本店ニューヨーク。以
下，アメックス・インクと略す）が横浜支店を開設した伍㌔米国系ではイン
ターナショナル銀行（1902年進出）に次いで2番目の銀行であった。
　親会社，アメリカン・エクスプレス・カンパニーは，1850年に米国ニュー
ヨーク州バッファローに設立された至急便会社が始まりである。1874年に本社
をニューヨーク市に移し，1882年にマネーオーダー（送金為替）業務を開始し，
次いで！891年に世界で初めてトラベラーズ・チェック（旅行小切手）を発行す
るなど，意欲的な業務展開により急拡犬した。1915年には旅行関連業務を開拓
し，さらに，1919隼に国際銀行業務へ進出するためアメックス・インクを子会
社として設立した（1968年，アメリカン・エクスプレス国際銀行と改称）鯛。
　アメリカン・エクスプレス・カンパニーは，1895隼にパリ事務所を皮切りに
ヨーロッパヘ進出したが，日本へは1917年（大正6年）に横浜事務所を開設し，
2年後，アメックス・インクの設立に伴い，日本の銀行免許を取得したのであ
る。
　アメックス・インクは続いて1920年（大正9年）11月神戸支店（支店資本金
5万ドル）を開設したが，2－3年で閉鎖した模様である（閉鎖月日不詳）蘭。
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ユ920年代初めにおいて，アメックス・インクの海外支店は，36か店にのぼって
いた㈱。
　アメックス・インクの特徴は呈その親会社の伝統的業務である運送取扱業務
を，大蔵大臣の許可を得て兼業していたことである帽勃。当時の法規制は，銀行
にこうした兼業を認めていたのである。
　◇パーク・ユニオン銀行
　アメリカン・エクスプレスの日本進出の翌月，即ち，1919年（大正8年）7
月17日，同じく米国系のパーク・ユニオン銀行（Park　Union　Foreign　Banki㎎
Corporati㎝，19ユ9隼設立，本店ニューヨーク）が横浜に，続いてユ1月24日東
京に支店を開設した㈹。
　パーク・ユニオン銀行はニューヨークのナショナル・パーク銀行（Nationa1
ParkBankofNewYork）値Dとカナダのユニオン銀行（UnionBankofCanada）
の共同出資により，米国連邦準備法に基づくエッジ法会社㈱として，1919年に
資本金200万ドルで設立されたものである。支店は，横浜，東京のほかシアト
ル，サンフランシスコ，上海，漢口，パリに開設していた㈱。
　パーク・ユニオン銀行の業務は商業銀行業務，外国為替業務，信用状の発行，
並びに当座・定期預金の取扱いなど，広範囲にわたっていた㈱。しかしながら，
貿易金融の不振の影響で業績がふるわず，1922年（大正11年）に至り，後述の
アジア銀行と合併するに至る。同年4月1日，パーク・ユニオン銀行横浜支店
はアジア銀行横浜支店となり，4月30日パーク・ユニオン銀行は閉鎖されたの
である棚。
　◇アジア銀行
　米国系4番手のアジア銀行（Asia　Banki㎎Corporati㎝，1918年設立，本店
ニューヨーク）は1922年（大正ユ1年）に日本へ進出した。同行は，この年，
バーク・ユニオン銀行の横浜支店を継承するとともに，新たに神戸支店を開設
したのである㈱。
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　アジア銀行は，紐育ギャランティ信託会社（Guaranty　TurstCoInpanyof
New　York，1864年設立）を中心に，米国系銀行9行によって，当初資本金400
万ドルで設立された銀行で，1920年代初めに，上海，北京，漢口，天津，香港，
マニラ，広東，サンフランシスコに支店を開設しだ刷。しかし，同行も所期の
成果をあげることができず，1924年1月，インターナショナル銀行に吸収合併
され，横浜，神戸両支店とも閉鎖された㈱。インターナショナル銀行はすでに
横浜，神戸に支店を有していたからである。
　（3〕オランダ系銀行
　大正年間（1912－1926年）にオランダ系銀行が2行日本へ進出した。和蘭銀
行（NederlandscheHa皿del－Maatschappij，N，V．，英文名Nether1andsTradi㎎
Society，以下NHMと略称，1824年設立，本店ハーグ，後アムステルダム）お
よび蘭印商業銀行（Nederlandsch　Indische　Handelsbank，N．V．，1863年設立，
本店アムステルダム）の2行である。オランダ系「銀行」の日本進出はこれが
初めてである。
　ユ920隼（大正9年）3月2日，まず和蘭銀行が神戸支店を開設した㈱。同行
が日本で銀行免許を取得したのはこの時が初めてであるが，企業としては1859
年（安政6年）に長崎の出島に支店を関設した実績をもっていた（1881年に日
本から撤退）。しかし，NHMは，もともと商社であり，銀行ではなかった。そ
れ故，当時NHMの日本における呼び名としては「和蘭商社」が一般的であっ
た。
　NHMは，オランダ東印度会社（1602－1799）が解散した後，オランダの貿易
再興をはかるため，国王ウィレムI世治下の1824隼3月，勅令によって設立さ
れた国策会社であり，当初貿易業務が圧倒的に大きな比重を占めていた。
NHMが自己勘定による輸出入取引を停止するとともに，手形割引，貸付及び
貿易金融業務を開始したのはユ882年であり，また，バタビア本社で預金の受入
れ，当座勘定の取扱いを開始したのは1883年9月であった。さらに，輸出入業
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務を停止し，銀行業務に特化するのは1914隼以降のことである口o。こうした事
実からみて，ユ913年以前のNHMは「銀行」とは認めがたい。事実，パスケース
ミス　（M．Paske　Smith）㈹もThe　Japan　Chronicle　Jubilee　Number1868－19！8㈱も，
NHMを銀行の範曝に入れていない。
　NHMは，日本では1863隼（文久3年）に横浜支店を開設し，明治維新後，
神戸，大阪へも進出したが，1870年代末に横浜以外の在日支店を整理し，1881
年（明治14年）には横浜支店を閉鎖して日本から撤退した。しかし，1920年
（大正9年）に再び日本へ復帰し，神戸支店を開設したのである。当時，欧文
商号こそ従前のままであったが，その業務内容は前述のように銀行業に特化し
ていた。このため，再進出後のNHMは，わが国においてはr和蘭銀行」ある
いは「櫛蘭銀行」（近隼は「オランダ銀行」）の名称を使用していた㈱。
　いま一つのオランダ系銀行は蘭印商業銀行で，1920年（大正9年）6月11日
に神戸支店を開設した。和蘭銀行に遅れること3か月であった。しかし，同行
は日本における業務拡大に積極的で1926年（大正15年）2月4日東京支店と横
浜支店を開設した㈱。
　蘭印商業銀行は，日本進出当時，和蘭銀行と並ぶオランダの2犬植民地銀行
であったが，和蘭銀行より歴史も浅く，経営規模はひと回り小さかった（第1
表参照）。すなわち，設立年次では約40年，和蘭銀行の方が古く，払込資本金
では和蘭銀行8000万フローリンに対して蘭印商業銀行は5500万フローリンで
あった。支店も和蘭銀行が国内店2，海外店33に対して，蘭印商業銀行は国内
店1，海外店23であった。
　海外店は両者とも3分の2が蘭印（オランダ領東印度，現在のインドネシ
ア）であり，残りは，インド，マレー半島，香港，上海，西印度諸島，神戸な
どに1－2か店づつ点在していた㈱。
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第1表和蘭銀行と蘭印商業銀行
和蘭銀行 蘭印商業銀行
昌几　　　　　　一L眠　　　　」ム 1824年 1863年
本　　店 アムステルダム アムステルダム
払込資本 8，000万フローリン 5，500万フローリン
準備金 5，914　　〃 4，774　　〃
総資産 82，381　　〃 22，542　　〃
国内支店 2 1
海外支店 33 23
‘片■虹、　　丁｛”月血”加胴’月1，阯i出岨f伽㎡　γ岳01拐㎜止1921＿22出典） 加Bo”虹肥刈 ㎜舳“〃i芭01拐o螂り921＿22
　（4）中国系銀行
　1919年（大正8年）12月，中国系の天津商工銀行（1912年設立，本店天津）
が大阪支店（支店資本金100万円）を開設しだ㈹。天津商工銀行の大阪進出は，
日中経済関係の緊密化を反映したものであるが，大阪における外国銀行として
は明治初年のオリエンタル，香港上海両行の支店以来であった。
　天津商工銀行は，1912年（明治45年）天津在住の日本人実業家鈴木等によっ
て発起設立された「本邦人銀行」で，当初資本金は30万円であった。当時，中
国大陸にはこのような「本邦人銀行」が20行余り設立されていた一m。天津商工
銀行は，1920年（大正9年）4月，同じく本邦人銀行の北京実業銀行（本店北
京）と合併し，天津銀行（資本金500万円）と改称した。天津銀行は1921年
（大正10年）10月1日に大阪支店を開設したが，大正末期には閉鎖された模様
である㈱。『第31回銀行総覧』（大正13年末）以降記載されていないからである。
　（5）ソ連系銀行
　1925年（大正14年）12月15日，ソ連の政府系銀行である露国極東銀行（バン
ク・ダルネ・ウォストチュー・アクシオニアニー，別名Dalbank，英訳名The
Far　Eastern　Bank，1922年設立，本店ハバロフスク）が神戸支店（支店資本金
20万円）を開設した㈹。日本へ進出したロシア系銀行としては，露清銀行
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（19ユ0年露亜銀行と改称）に次いで2番目であるが，ロシア革命後では初めて
であった。
　露国極東銀行の本店所在地（ハバロフスク）に近いウラジオストックには，
1918年（大正7年）以降横浜正金銀行が支店を開設し，ロシア（革命後，ソ
連）の法律に従って営業を行なっていた関係もあり，わが国大蔵省は，外務当
局と十分協議のうえ，露国極東銀行の日本進出を許可したのである。
　露国極東銀行の先輩格の露清銀行（1896年設立，本店サンクト・ペテルブル
ク）が，神戸においては，前述のように日露開戦によって閉鎮した支店を，
1920年（大正9年）5月24日に再開したものの，1922年11月25日に再び閉鎖し
た借o］。丁度，その3年後に露国極東銀行が神戸へ進出したのである。
　露国極東銀行は1922年4月（同隼12月ソ連邦成立）から，主に極東ロシアに
おいて金鉱業及び外国貿易関連の金融機関として活動していたもので，資本金
（3億1000万ルーブル）・の95％は政府出資であった。1925年5月に発表された
営業報告書によれば，預金4億8000万ルーブル，貸出4億7000万ルーブルで，
その信用状態にもとくに不安はなく，以後，日ソ両国間の金融経済関係の緊密
化につれて，同行が大きな役割を果たすものとして，期待がよせられていた帽皿。
4　大正期の特徹
　（ユ）第1次世界大戦の影響
　第1次世界大戦は日本経済史上1大転機を画すこととなった。大戦中，欧州
の各交戦国が何れも総力をあげて戦争の遂行に遭進したが，わが国は同盟国の
友誼を重んじて参戦したとはいえ，さしたる国力の損耗もなく，むしろ貿易の
発展と航海運輸業の振興とにより，かえって戦時中つねに国際収支上有利な地
歩を占め，その結果，戦前における債務国より一転して債権国の地位を獲得す
るに至ったのである□勉。
　大蔵省の推定によれば，ユ9ユ4年（大正3年）8月以降1918年（大正7年）12
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月末までの4年5か月問における，外貨受取超過額は，輸出超過分14億円，貿
易外受取超過分13億円，合計27億円にのぼった。この結果，1897年から1915年
まで続いた外債発行（この間の発行総額は22億7991万円相当額）とは対照的に，
1916年から1921年まで，英国，フランス，ロシアが逆に日本で公債を募集する
事態となった。すなわち，わが国は，臨時の外貨収入を，同盟国国債の引受け
や買入れ，本邦外債の償還，海外投資，外貨準備積増し，為替銀行の手持外貨
増に充当した。
　1916年以降19i8年までの3年間における3同盟国の日本における公債募集額
は総額6億2700万円にのぼったが，その内訳は次の通りである㈱。
　　　　　円建国庫債券
　　　　　円建大蔵省証券
英　　国
　　　　礒健国庫債券
　　　　　　　計
　　　　　円建国庫債券
　　　　　円建大蔵省証券
フランス
　　　　　円建国庫債券
　　　　　　計
　　　　　大蔵省証券
　　　　　大蔵省証券
ロ　シア
　　　　　大蔵省証券
　　　　　　計
100，000，000円
80，000．000
100，000，000
280，OOO，000
50，000．000
26，242．000
50，000，000
126，242，000
50，000．000
105，000．000
66，667，000
221，667，000
　以上は，日本で発行され，引き受けられた公債であるが，このほかに日本で
売却された長期債があった。発売額は，フランス国防公債（永久債）が11億
1083万円，ロシア公債（期間10年）が1589万円にのぼった幽。
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　さらに，同盟国ではないが，中国が発行したものが2500万円あった。こうし
た外国債の引受・発売には主として邦銀が当たったが，外国銀行も若干参画し
た。なかでも日仏銀行はフランス公債に積極的に参画し，とくに，長期債の売
出しでは，日仏銀行が，フランス政府指定をうけて幹事役を果たした棚。また，
露亜銀行はロシア公債の募集に参画した㈱。
　こうした，同盟国の日本における公債発行も1921年7月のフランス国庫債券
を最後に終わりをつげる（借替債は1923年6月の円建フランス国庫債券が最
後）。1923年9月に発生した関東大震災によって，事態は一変し，同年秋から，
日本は外債発行を再開することとなる。しかし，1915年以前の外債発行は主と
してロンドン（英貨債）とパリ（フラン債）であったが，1923年以降の外債は
ロンドン（英貨債）とニューヨーク（米貨債）で発行されることとなる。
　（2）関東大震災の影響
　関東大震災の発生は外国銀行に対日戦略の転換を追ることとなった。幕末開
港以来，横浜が外国貿易の中心地であり，したがって外国銀行の拠点も横浜に
あった。ところが，関東大震災の打撃はあまりにも大きく，横浜の復興に時間
がかかるとみた外国銀行は横浜支店の業務を一部新設の東京支店へ移すととも
に，在日拠点の中心を，当時横浜と並ぶ2犬貿易港であった神戸に移したので
ある。これを反映して，外国銀行在日支店の地域別規模にも変化を生じた。
　外国銀行在日支店の経営規模をみると，従来横浜が圧倒的に大きなシェアを
占めていた（第2表参照）。しかしながら，関東大震災後，神戸支店の比重が
一躍上昇し，貸出残高及び外国為替取扱高では，横浜の2倍以上となっている。
支店数及び預金残高でもほぼ同規模にある。これらの指標から，神戸支店の比
重上昇がよみとれる。
　大正末期における外国銀行神戸・大阪支店の動向に関して，珍しく個別の特
徴を明らかにした報告があ乱計数は第3表に集約したが，以下はその要旨で
ある㈱。
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　阪神所在外国銀行ハ目下大阪1行，神戸7行ニシテ，之等ノ外国銀行カ当地方外国
為替市場二於テ永隼極メテ重要ナル地位ヲ占メ屠タリシハ素ヨリ，昨年（工925年＝引
用者）来ノ円価高騰二際シテハ相当目覚マシキ活動ヲ為シタルノミナラズ昨今本郭金
輸出解禁聞題ノ云々セラル・折柄今後ノ策動如何ハー般二甚タ注目セラレツ・アル。
　営業概況：各行多少ノ特色アレドモ大体二於テハ英国系ノ営業振最モ堅実ニシテ為
替売買等モ主トシテ貿易関係実際ノ必要上ヨリ行フモノナルニ反シ，和蘭系二至テハ
銀行間二於ケル電信為替ノ空売買ヲ以テ業務ノ大部分ト為ス等其色彩著シク投機的ナ
リ，米国系ハ此中問二在リテ業態相当堅実ナリトハイエドモ時二電信為替ノ思惑ヲ計
ル事モ見受ケラレ，殊二本年二入リテハ本国二於ケル円投資熱ト策応シテ相当活動シ
タルモノ㌔如シ。ドイツ及ピロシア系ハ微々トシテ振ハス他国系二比スレハ殆ンド言
フニ足ラん而シテ各行共営業ノ大部分ハ外国為替業務ニアリトイエドモ預金，貸出
等ノ普通銀行業務モ亦僅カ乍ラ取扱ヒッ・アリ。
第2衰　外国銀行の地域別営業状況
1金額単位・千円〕
横浜 神戸 長崎 東京 大阪
支店数 6 4 ユ 2
資本金 3，125 1，750 250 200
19ユ2（大1）預　金 10，025 2，777 933 1，764
貸　出 9，824 7，237 279 877
外国為替 289，Oユ91ユ7，7322，624 一
支店数 7 4 ユ 1 1
資本金 3，375 1，550 250 1，320
19ユ9（大8）預　金 34，992 16，9ユ3 1，876 297
貸　出 15，8ユ9 4，606 122 784
外国為替 599，480406，3077，863 10，584
支店数 6 7 1 5 1
資本金 3，775 2，150 250 950
ユ926（大ユ5）預　金 39，980 35，354 1，108 9，225 ユ，644
貸　出 10，867 22，062 123 11．595 ユO，944
外国為替 584，2051，846，05755，066184，0203，511
咄典〕　大厳省臓37次銀行及担保付社債信言壬事業報告』百
　　同『第44次銀行局牟報』・丁第51次銀行局年報J。
　　但し．支店数は簑者捷計。
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第3表　阪神地方所在外国銀行の概要
18ユ
（金額単位・予円）
欧 東 預　　金 貸出金 外国為替 手　形米 洋
系 系
＝一　　血　　一』冗貝局 交換高
職 職
員 員
（犠年） （犠年） （鴇年） （縦g．9）
香港上海銀行 14 8C ユ8，303 10，873126，286 32，502
チャータード銀行 ユ3 80 15，134 7，018 69，314 39，128
神 インターナショナル銀行 ユユ 50 5，031 2，387227，488 47，788
独　　亜　　銀　　行 420 2，479 ユ02 22，005
戸 和　　蘭　　銀　　行 420 1，177 374 60，204
蘭印商業銀行 550 1，627 ユ，553 171，ユ57 65，4ユ6露国極東銀行
大 u〕 （2〕
阪 インターナショナル銀行 850 ユ，463 ユ8，246 6，068
｛注）；1〕1926年n月末現在の言十数
　；211926年1月一5月の売買高，空欄は不詳。
咄典）　目本銀行大阪支店丁阪神所在外国銀行調』犬正15隼，同行神戸支店丁神戸所在外国銀行ノ近況』昭和2年。
5小括
　大正期（1912～26年）には，フランス，オランダ，ソ連，中国，米国から合
計10行が日本へ進出し，外国銀行は数の上では戦前における最盛期を迎えたと
いえる（第4表参照）。とくに，1920～23年間には，外国銀行数は11行19か店
となり，銀行数では戦前における最多を記録したのである（第5表参照）。
　外国銀行数は，19世紀後半には，5行をこえることはなかったし，明治後期
（1900－11年）にも，最も多いときで9行であった。それに比べれば，大正期
の外国銀行数は相当の増加である。これに加えて，外国銀行の国別構成に大き
な変化がうかがわれる。即ち，19世紀後半の外国銀行はそのほとんどが英国系
で占められ，残りもすべて欧州大陸系であった。それにひきかえ，大正期の新
規進出行の中に英国系は！行も含まれていないし，大正期末の9行についてみ
ても，英国系は僅か2行（米国系2，欧州大陸系5）にとどまっていた。
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　なお，当時，本邦銀行の海外進出も目覚ましかった。大正初年に海外へ進出
していた邦銀は，横浜正金銀行（支店は欧米5，中国15，東洋3），台湾銀行
（中国7，東洋1），十八銀行（ロシア1）の3行で，うち欧米に進出してい
たのは横浜正金銀行だけであった。ところが，大正期には，横浜正金銀行が南
米，ロシアに支店網を拡大したほか，台湾銀行，住友銀行，三菱銀行，三井銀
行が欧米へ進出し，海外拠点をもつ邦銀は8行となったのである（第6表参
照）。
第6表　本邦銀行の海外拠点（大正ユ5年末）
欧州 北米 南米 中国 東洋 その他
横浜正金銀行 3 4 2 14 10 4
台湾銀行 ユ ユ 7 5
朝鮮銀行 ユ 14 2
住友銀行 1 4 2 1
三井銀行 1 1 ユ 2
三菱銀行 1 1 ユ
華南銀行 1 5
台湾商工銀行 1
○判　瀞隼は寺店・出張所数f注）　数字は支店　
咄典）夫蔵省悌33回銀行総覧」（大正ユ5隼末）
激1〕目本銀行金融研究所噺版わが国の金融制度』昭和61年，507ぺ一ジ。
　12〕田中兄一『日本の銀行広告史』学陽書房，日召和56隼，755ぺ一汎
　（3〕立脇和夫「戦前期の在日外国銀行」（上〕（r早稲田商挙」第358号，1994隼2月〕66ぺ一λ
　14〕大蔵省編『第2一回銀行総覧』（大正2年末）辿04ぺ一ジ。r第22回銀行総覧』（大正3隼末）404
　ぺ一ジ。
　15〕東京銀行集会所r銀行通信録j第41巻，第248号，明治39隼6月15日，906ぺ一ジ。
　16〕上掲誌，第48巻，第285号，明治42年7月15日，40－41ぺ一ジ。
　；7〕同誌，第54巻，第323号，犬正元隼9月20日，52ぺ一λ
　㈹　同誌，第56巻，第336号，大正2年10月20日，69ぺ一ジ。
　19〕同誌，同巻，同号，75ぺ一ジ。
　O①　同誌，第41巻，第248号，明治39隼6月15日，906ぺ一ジ。
　（1工〕同誌，第43巻、第256号，明治40年2月15目，235ぺ一ジ。同誌，第43巻，第257号，明治40隼
　　3月ユ5目，68ぺ一ジ。
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　同誌，第56巻，第336号，大正2年ユO月20日，435ぺ一ジ。
　同誌，同巻，同亭，429ぺ一ジ。『第21回銀行総覧」（大正2年末〕。『第22回銀行総覧』（大正3
年末）。
　丁加Bo肋〃s■A1閉o刑口c口冊Jγε蜆γBoo后1975＿76，pユ182．
　『銀行通信劇第62巻，第372号，大正5年10月20日，443－4ぺ一ジ。
　上掲誌，第62巻，第373号，大正5隼11月20日，52ぺ一ジ。
　同誌，第63巻，第375号，大正6年ユ月20日，111ぺ一ジ。
　大阪銀行集会所『大阪銀行通信録』第269号，大正9年1月，ユ21ぺ一ジ。
　豊崎善之助r仏蘭西の銀行及金融』大倉書店，大正5隼，268－9ぺ一ジ。
　『大阪銀行通信録』第88号，明治38年1月．57ぺ一ジ。
　上掲誌，第100号，明治39年1月，72ぺ一ジ。
　外務省外交史料館『日本外交史辞典」大蔵省印刷局，昭和54年，10ユ4ぺ一ジ。
　『第28回銀行総覧』（大正9隼末）404ぺ一ジ。『大阪銀行通信録』第303号，大正11年11月，570
ぺ一ジ。
　『銀行通信録』第82巻，第486号，大正ユ5年7月20日，55ぺ一ジ。なお，露亜銀行は1926隼9月
に解散し，清算に入ったけ伽B口械舳1刈”一〇㎜“〃γ僅〃脇生1926＿2Z　p．1073〕
　Br盆tter，HM，∫榊㈱直肋珊加楓US．Departm㎝t　of　Commerce，Washmgton，ユ931，p36．
　アグリーメント会社は，ユ916隼5月の連邦準備法改正に基づいて，連邦準備制度加盟銀行が，
国際金融業務を営むため，違邦準備制度理事会の同意を得て取得した州法会社をい㌔
　丁血垂B口蜆毘鮒∫一λ’冊吻㎜鉋蜆ぜγ3個f励o店1924＿25，p．423．
　日本銀行『目本銀行沿箪史」第2輯，第3巻，日召和37年，ユ039ぺ一ジ。
　『大阪銀行通信録」第347号，大正15隼7月，82ぺ一ジ。
　Br且tter，op．clt．，p27ユ；ア拘直君血悦生〃ポλ！冊㎜悦㏄血地d　γ棚γBo紬1926＿2Z　p．1477，1bld．1927－28，
p1477　なお，　I口ter皿at］o皿劃1　Banklng　Corporation　｛ま、　丁此｛　B口泌〃∫■λ1，蜆o”㏄　o伽　γ20r　Boo后
197θ＿71を最後に記載されなくなる。
　相賀徹夫編r万有百科事典」5，小学鎗，昭和48年，289－90ぺ一ジ。
　Colhs，M、，WλγF00NG一τ加狛o昭后㎝岨α〃∫肋冊幼o｛B舳后閉息Coψo吻圭ω凧London，1965，pp．191－2’
　『第31回銀行総覧』（大正13年末），432ぺ一ジ。
　『第8回銀行総覧』（明治33年末），1ぺ一ジ。『第22回銀行総覧」（犬正3隼末〕，386ぺ一ジ。
　『銀行通僑録j第54巻．第326号，大正元隼12月20日，805ぺ一ジ。『第20回銀行総覧」（大正元
年末），369ぺ一ジ。
　『銀行通信録j第54巻，第321号，明治垂5隼7月20日，60ぺ一ジ。
　臼本興業銀行臨時史料室『日本興業銀行五十年史』昭和32隼，113－5ぺ一ジ。
　『銀行通信鋤第54巻，第322号，大正元年8月20日，207ぺ一ジ。同誌，第54巻，第323号，大
正元隼9月20目，343－44ぺ一ジ。
　同誌，第54巻，第321号，明治45年7月20目，61ぺ一ジ。
　同誌，第54巻、第323号，犬正元年9月20目，343ぺ一ジむ但し、r日本興業銀行五十年剋に
は巽孝之丞の名前はなく、獲辺千冬／元同行員）の名カ清己されている胴書115ぺ一ジ）。
　畷行遜信劇．第54巻，築322号，大正元年8月20目，206－7ぺ一ジむ
　目英銀行の設立事情については、立脇　前掲論文を参照されたい。
　『銀行適信録j第5確，第342号。大正3隼4月20目，527ぺ一ジ。『銀行総覧」大正7隼，727
ぺ一ジ凸
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幽　豊崎，前掲書，488ぺ一ジ。
㈲　畷行通信劇，第68巻，第409号，大正8隼11月20日，665ぺ一ジ。
（蝸　田中，前掲書，426ぺ一ジ。
吻　上掲書，423－26，504－06，．663－4，7μ一52各ぺ一ジ。
（錫　『銀行通信劉第67巻，第404号，大正8年6月20日，803ぺ一ジむ
㈱　同誌、第68巻，第409号，大正8年11月20目，665ぺ一ジ。
6⑭『大阪銀行通信録』察275号，大正9隼7月，89ぺ一ジ。r第28回銀行総覧』（大正9年末），423
　ぺ一ジ。なお，「中法実業銀行」の名称は同行の広告（田中，前掲書，767ぺ一ジ所収陳京朝日
　新剛大正9年9月11日）に依拠した。
㈹　豊崎，前掲書，488－89ぺ一ジ。
㈱　『銀行適信録』第72巻，第429号，大正10年7月20目，96ぺ一ジ。なお肋肋伽附’刈㎜㎜
　〃γ〃Boo后1921＿22には「バンク・アンダストリエ・ダ・シーヌは192ユ年6月30目に支払を
　停止した」とある。
㈱　中法実業銀行（バンク・アンダストリエ・ダ・シーヌ）は丁第28回銀行総覧』（大正9年末〕
　以降［第36回銀行総覧j（昭和4年末）まで掲載されているが，この銀行本体が1921年（文正10
　隼〕に消滅しているので，丁銀行総覧jの記載は正しくない。
64　丁此｛8蜆肋”ポλ’刎o蜆ω蜆切乃0f　Bα油1926＿2Z　p．1046．
㈱　『第27回銀行総覧」（大正8年末〕，465ぺ一ジ。
㈱『アメリカン・エクスブレスのよこがお1983」アメリカン・エクスブレス・カンパニー，1983。
帥　『大阪銀行通信録』第279号，大正9隼11月，84ぺ一ジ。神戸支店の閉鎖隼月日は不詳だが像
　行総覧』では第29回（大正10年末）及び第30回｛夫正11年末）に，また丁加肋肋榊’刈㎜o㎜
　棚肋fBoo止では，1920・21年版一ユ924・25隼版に掲載されているむ
㈱　　丁伽Bo泌酬ポλ’㎜也㎜蜆〃｝セ蜆r　Boo后1923＿24，p4C3．
㈱　『犬阪銀行通信録」第269号，大正9年1月，121ぺ一ジ。なお，運送取扱業専業とみられる
　W壇11s　Fargo＆Co．（Express　Agents）も犬正年間に神戸で営業していたOapm　Dlr㏄tory19ユ2隼
　版一ユ918隼版に掲載）。
㈹　『第27回銀行総覧」（大正8隼末），464ぺ一ジ及び悌28回銀行総剴（夫正9年末），404ぺ一
　ジ。丁銀行通信録』第67巻，第404号，犬正8年6月20日，794ぺ一ジ。同誌，第69巻，第411号，
　犬正9年7月20日，98ぺ一ジ。なお，「パーク・ユニオン銀行」の名称は，同行の広告に依拠し
　たものである鉋個中，前掲書，766ぺ一ジ所収，丁東京朝目新剛大正8隼12月ユ2目）。
㈱　ナショナル・パーク銀行は，明治31年．三井銀行の新進気鋭の行員であった池田成彬が円幸馬
　とともに渡米した際「銀行業務取調のため」3－4か月にわたって実務研修を受けた銀行である。
　（加藤俊彦『目本の銀行家」中公新香，昭和45年，67ぺ一ジ有『銀行通信劉第169号，明治32隼
　12月15日，1695ぺ一ジ）。
㈱　エッジ法会社（Edge　Act　Corporati㎝）は，遵邦準備制度加盟銀行が，国際金融業務を行なう
　ために，違邦準備法第25条（a）に墓づいて設立した子会社。
㈱　丁加肋π㎞5〃㎜㎜“〃肋τ肋后1919＿20p716但し，同誌に海外支店名として神戸とあ
　るのは東京の誤りとみられる。
㈱　『銀行通信録」第69巻，第411号，大正9隼1月20日，98ぺ一ジ。
㈱　上掲誌，第73巻，第438号，大正1ユ隼4月20目，507ぺ一ジ。
㈱同誌，同巻，同号，507ぺ一ジ。牒30回銀行総覧』伏正12隼末〕435ぺ一ジ。但し，東京支店
　の認可日が，丁第31回銀行縫覧」｛大正13年末〕では，1923年（大正ユ2隼）1月6日となっている。
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㈱　r銀行通信録』繁66巻，第394号，大正7隼8月20日，105ぺ一ジ。外務省通藺局岐那金融事
　情』大正14年，320ぺ一ジ。丁加肋磁舳’刈伽伽囮〃脆皿fBoo后j923＿24，p417．
個⑧　　丁加B邊〃〃∫■λ’伽皿伽蜆刊J｝ら匝r　B瑚島1924＿2ヶp423．
㈱　縢28回銀行総覧』｛大正9年末），405ぺ一ジ。
㈹　Mansve1t，W－M－F、、脇f仰ψ伽N埋伽物必τ“必蜆g∫θc物，the　Hague，Ho11and，ユ924，pp41－42．
｛刑　　Paske－Smith，M一，W醐蛇舳B邊“肋わ個附伽力伽冊o〃Fo〃㎜3血伽乃肋厚oωo1〕蜆ツ∫16θ3＿186＆Kobe，
　1930．
㈹TheJap㎝Chr㎝ldeOf王iceが1918隼に刊行したもの。
㈱NHMはその後，196碑にDe　Tw㎝tsche　B狐kと合併してAlgemene　Bank　Nederlandと改称し，
　さらに1990年8月，Amsterd目m・Ro枇rdam　Bankと合餅し，ABN・AMRO　Bankと改称した後も，
　日本における名称は「オランダ銀行」を踏襲している。
㈹　r第28回銀行総覧」（大正9年末），405ぺ一ジ。隙33回銀行総覧』（昭和元隼末），4ユ9ぺ一ジ。
　但し，横浜支店の關店は大正ユ5隼3月20目（r大阪銀行通信録」第343号，大正15隼3月，75ぺ一
　ジ）。
σヨ　　ア伽B藺〃〃s■一41伽刮仇㏄α切　脆蜆ガBoo島1921＿22．pp．882－4．
㈹　丁大阪銀行通信録」第297号，大正11年5月，533ぺ一ジ。『第28回銀行総覧」（大正9年末），
　405ぺ一ジ。
㈲　r第26回銀行総覧』（夫正7年末），462－4ぺ一ジ。
㈱　朝鮮銀行外国為替課『天津に於ける金融機関に就て』昭和11年。天津銀行大阪支店の認可は大
　正10年6月7日（r第29回銀行総覧」），開業日は同年1C月1目（田中，箭掲書，550ぺ一ジ。『大
　阪銀行通信録』第29C号，夫正10年ユO月，463ぺ一ジ）。しかし，天津商工銀行が『第29回銀行総
　覧』く夫正10年末）以降，r第3ユ回銀行総覧」く大正ユ3年末）迄記載されているのは不可解である。
㈹　『大阪銀行通信録」第34C号，大正ユ4年12月，735ぺ一ジ。
⑱①　r第28回銀行総覧H犬正9年末），404ぺ一ジ。『大阪銀行通信録j第303号，大正11年11月，
　570ぺ一ジ。
⑮1〕畷行通信録」第80巻，繁475号，大正14隼8月20日，2ユ3－4ぺ一ジ。同誌，同巻，第477号，夫
　正ユ4年10月20目，484－5ぺ一ジ。
㈱　丁銀行通信録j第67巻，第400号，大正8隼2月20日，288ぺ一ジ。
㈱　上掲誌，同巻，同号、289ぺ一ジ。
㈱　上掲誌，第66巻，第393号，大正7年7月2C日，103ぺ一ジ。
㈱　田中，前掲書、744－51ぺ一ジ。
㈱　上掲書，755－7ぺ一ジ。
㈱　目本銀行大阪支店丁阪神所在外国銀行調」犬正15年。
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